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斉国の王である宣王 Siouan wang が質問して言った「私は、湯王 regulus 







う〕Ille qui furtum-facit huamanitati （i. 
e. lædit humanitatem）者は略奪者〔賊〕praedo と呼び、あの公正〔義〕
aequitas に強奪をなす者は極悪無道の男〔残〕vir-nefarius と呼ぶ。ところ
で、略奪者でそのうえ同時に極悪無道の男は、一人の solus（すなわち私
人の privatus）人〔一夫〕 と呼ぶ。私は、確かに湯王 regulus Thhang が、
















































桀 Kie を罰することにおいては、自分の怒り〈憤り〉ira または功名心〈野心〉































































































（12）Feu le P.Gaubil, Le Chuo-King, Paris, 1770.
　 　後藤末雄『中国思想のフランス西漸 2』（平凡社、一九六九）二五九頁によれば、ゴ
ービルの翻訳したものを、ド・ギーニュが原書と参照して訳文を訂正し、そこに注
釈を加えたものである。
　 　また、酒井智宏訳，石川伊織・井川義次訳注「『書経─中国の一つの聖典』アント
ワーヌ・ゴービル訳（1770 年）─ジョゼフ・ド・ギーニュによる序文─」（ヘーゲル
 
〔20〕
とオリエント 研究報告書、二〇一二）において、ギーニュの序文には「この書物が、啓
蒙された賢明な国家の聖典であるということ、それがその統治の基盤、立法の源泉
となっているということ、それを読むことを通じて君主や閣僚が自らを教育する書
であるということ、その歴史の最も純粋で最も確かな源であるということ、中国人
の聖典のうちで最も重要な書物であるということ、我々が聖書に対して抱くのと同
じような敬意と崇拝の念を彼らがこの本に対して抱いているということ、この書物
を一文字でも書き換えることさえ彼らには想像できないということ、そして最後に、
皇帝たちがこの書物全体を公的業績に刻ませているということ」とある。ギーニュ
の解釈において、『書経』がいかに権威ある書物として受け止められていたかがわか
る。
（13）本稿で取り上げる修正箇所以外にも、ジュリアンによる修正は数箇所存在する。
特徴として、プリュケは「文・武の置換」のように同一名詞を置換する傾向があっ
たが、ジュリアンは主張内容によって修正する名詞・地名を変えている。また、
「文・武の置換」が確認できた同一箇所での修正は「梁恵王下」での一章のみであり、
他はプリュケとは異なる箇所で修正を行っている点がある。
（14）ここで、ギーニュの注釈を見ると、湯王が行った放伐について、『書経』は、その
ことが天命によると述べてはいるものの、こうした成湯の行為と、またつづいて武
王の行為は、すべての中国人から承認されてはこなかった、と示してある。この
「仲虺之誥」章におけるギーニュの注釈によれば、湯王の事績に武王を結びつけ、両
者の行動は「天命」のもとで連続的に捉えられていることが記されている。
（15）張居正に、「蓋紂自絶于天、故天命武王誅之、為天下除残賊。吾聞誅一夫紂矣、未
聞其為弑君也。観于武王、則湯之伐桀、亦猶是耳。易曰、湯武革命應乎天而順乎
人」（『孟子直解』梁恵王下）とあることを踏まえると、ジュリアンにおいても、天理
による革命の必然性の強調や、「湯・武」の聖人化としての同列化の解釈傾向があっ
た張居正『孟子』解釈が影響している可能性がある。
　 （筑波大学大学院）
